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かかりつけ医機能の見える化と切磋琢磨

• 松戸市医師会医療機関ハンドブック

在宅医療の“協議の場”：臨床規範の醸成

• 松戸市医師会在宅ケア委員会

在宅医療の仕組みを支える医師会の活動



松戸市医師会医療機関ハンドブック

かかりつけ医の機能強化の見える化と切磋琢磨



松戸市医師会かかりつけ医医療機関ハンドブック（2017年版）
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Ｑ３の【１】臨時往診について、以下の通り表記します。
＊原則として柔軟に対応している（依頼があった場合の8割以上で往診している）＝
「◎」
＊対応できる場合とできない場合がある（忙しさ等の事情により）＝「○」
＊ 対応できないことが多い（往診しているのは2割以下）＝「△」
＊往診は行わない方針としている ＝「－」
Ｑ３の【２】訪問診療患者の24時間対応について、以下の通り表記します。
＊訪問診療患者には、必要に応じて緊急往診などの24時間対応を行っている ＝
「◎」
＊24時間対応を行っている患者と、行っていない患者がいる ＝「△」
＊24時間対応は行っていない ＝「－」

Ｑ３の【３】訪問診療について、以下の通り表記します。
＊原則として引き続き主治医として訪問診療を担当する（依頼があった場合の8割
以上）＝「◎」
＊対応できる場合とできない場合がある（忙しさ等の事情により）＝「○」
＊ 対応できないことが多い（担当しているのは2割以下）＝「△」
＊ 訪問診療は行わない方針としている＝「－」
Ｑ３の【４】かかりつけではない患者の訪問診療について、以下の通り表記します。
＊できるだけ訪問診療を担当する（依頼があった場合の8割以上）＝「◎」
＊対応できる場合とできない場合がある（忙しさ等の事情により）＝「○」
＊対応できないことが多い（担当しているのは2割以下）＝「△」
＊訪問診療は行わない方針としている＝「－」

診療科は松戸市医師会
会員名簿から引用します。

医師会ホームページアドレス
もしくは、ご回答いただいた貴
院のホームページアドレスを
QRコード化し掲載します。

Ｑ２で した担当している患者さん
の主な状態は■で表示、特に力を
入れているものは更にアンダーラ
インも表示します。

院長からのメッセージには、診療
の特徴、専門領域機能、設備、理
念やPRポイントなどをご記載くださ
い。

住所･TEL･FAX番号は松戸

市医師会会員名簿から引
用します。

関東信越厚生支局届出状
況の情報から引用し、該
当する場合は、在宅療養
支援診療所と表記します。

診療以外の活動には、学会認定
資格や、医師会推薦委員の他、〇
〇大学臨床教授など公的なお立
場などをご記載ください。

Ｑ３の【５】で した訪問診療として
対応が可能な疾患や状態、管理
等は、■で表示します。

松戸市医師会医療機関ハンドブック（2020年版）

© 松戸市医師会 All Rights Reserved



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）かかりつけ医編

© 松戸市医師会 All Rights Reserved
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松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版） 専門医編
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松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

診療所数（松戸市）     248

  うち松戸市医師会員   218（88％）

    うちハンドブック掲載 160（73％）

       かかりつけ医 99 専門医 47 両方 14

●概要分析（全体）

かかりつけ医 専門医両方

99 14 47

《掲載の内訳》

参考：

会員医療機関      218（うち 機能強化型在支診 2２、在支診 6）

非会員医療機関     30（うち 機能強化型在支診   ６、在支診 6）



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●概要分析（全体）

主たる診療科 件数 備考

内科 81 在支診 24

小児科 15 在支診   0

整形外科 6 在支診   1

外科 4 在支診   1 

泌尿器科 2 在支診   1

胃腸科・胃腸内科 2 在支診   0

その他（循環器科・循環器内科1/麻酔科1/精神科1） 3 在支診   1（精神科)

《かかりつけ医編に掲載した113の医療機関の主たる診療科目》



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●概要分析（全体）

診療所 病院

機能強化型在支診 （31） 28
（会員医療機関 22)

機能強化型在支病 3
（会員医療機関 3)

在宅療養支援診療所（13） 12
（会員医療機関  6)

在宅療養支援病院 1
（会員医療機関 1)

加算1 加算2 加算3 加算4 加算なし

診療所                         （248） 30 4 23 2 189（76％）

うち在宅療養支援診療所   （40） 22 2 3 0 13（33％）

うち在支診以外             （208） ８ 2 20 2 176（85％）

《時間外対応体制》

《在宅療養支援診療所・病院》

参照：関東信越厚生局＞届出受理医療機関名簿 千葉県（令和7年4月1日現在）
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松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

外来機能 件数 備 考

発熱患者への対応可 77（68％）

オンライン診療への対応可 13（12％）

情報連携（地域ICT） 11 在宅実施 ７  外来のみ ４

外来リハビリテーションの実施 13 整形外科 7  内科系 6  精神科 1

外来栄養食事指導の実施 14 病床有 3  糖尿病 3  腎 1  リハ 1  内科 6

歯科医療機関への紹介 3

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来機能（113医療機関）

《外来診療機能に係る設問》



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来機能（n=113医療機関）

外来機能 件数 備考

外来リハビリテーション実施あり 13 かかりつけ医掲載 ７ 専門医掲載 ６

外来リハビリテーション実施なし 4 かかりつけ医掲載 １ 専門医掲載 ３

《主たる標榜科目が整形外科の医療機関の外来リハビリテーション実施》



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来機能（n=113医療機関）

外来機能 件数 備考

乳幼児の診療 33 小児科 15  内科 16  整形外科 1  精神科 1

学童の診療 41 小児科 15  内科 24  整形外科 1  精神科 1

発達障害の診療 8 小児科   4    内科 4

《小児患者の診療》



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来機能（n=113医療機関）

両方

３ 22 3
認知症 がん両方

14 10 4

《疾患への対応》(認知症、がん）
認知症 49 在支診 25 その他 24

がん 39 在支診 24 その他 14

神経難病 13 在支診 13 その他   3

n=在支診の会員医療機関 28

どちらも対応なし０

n=在支診以外の会員医療機関 85

どちらも対応なし 57

がん認知症



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来機能（n=113医療機関）

《疾患への対応》（認知症、がん、神経難病）

認知症

がん

神経難病

0

2

2

12
1

10

0

認知症 49 在支診 25 その他 24

がん 39 在支診 24 その他 14

神経難病 13 在支診 13 その他  3



松戸市医師会医療機関ハンドブック（第3版）の概要分析

一般社団法人松戸市医師会

●かかりつけ医編 掲載医療機関の外来における連携（n=113医療機関）

《医療機関連携や他機関連携に係る設問》

外来機能 件数 備 考

訪問看護の指示 67 在支診 26   その他 41

訪問薬剤管理指導の指示 43 在支診 19   その他 24

訪問リハビリテーションの指示 44 在支診 21   その他 23

訪問栄養食事指導の指示 12 在支診  6    その他  6

サービス担当者会議への出席や助言 29 在支診 21   その他  8
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在宅医療の“協議の場”：臨床規範の醸成

松戸市医師会在宅ケア委員会が地域において担う役割



松戸市医師会在宅ケア委員会

• 毎月第2月曜 ハイブリッド開催

• 医師会員の他、関係職種、行政関係者が定例参加している

◦歯科医師会、薬剤師会

◦訪問看護、ケアマネジャー、訪問リハビリテーション、MSW、介護事業者団体

2014年から約5年間かけほぼ全職種の職能団体が組織された

◦地域包括ケア推進課、介護保険課（議題によりその他担当課を招聘）

• 関係者で活動状況共有、講演会・研修会日程管理、地域課題の議論検討を行う

• 地域包括ケアシステムについて継続議論する場、医療介護連携のプラットフォーム



在宅ケア委員会に定例参加する職能団体・機関

• 三師会

◦ 医師会

◦ 歯科医師会

◦ 薬剤師会

• 行政

◦ 地域包括ケア推進課

◦ 介護保険課

• 関係団体

◦ 訪問看護連絡協議会

◦ 介護支援専門員協議会・松戸市居宅介護支援事業所連絡協議会

◦ リハビリテーション連絡会

◦ 医療ソーシャルワーカー連絡協議会準備会

◦ 介護サービス事業連合会

◦ 小多機・看多機連絡協議会

◦ 相談支援事業所連絡会・重症児通所支援連絡会



在宅ケア委員会の議事構成

【1】活動報告
（1）在宅医療・介護連携支援センターより

①川上PJ（普及啓発）②川中PJ（ハイリスクアプローチ）③川下PJ（医師アウトリーチ）

（2）各部会より
①介護保険認定審査部会（介護保険認定審査会）②障害福祉部会（障害者介護給付費等審査会）
③認知症部会（認知症研究会） ④医療情報ネットワーク部会

（3）各職能団体より

（4）行政より

（5）松戸市事業等への医師会派遣委員より
①地域ケア会議 ②介護保険運営協議会 ③地域自立支援協議会 ④障害者計画推進協議会
⑤高齢者・障害者虐待防止ネットワーク ⑥医療的ケア児支援のための運営推進会議
⑦警察活動協力医 ⑧日常生活自立支援事業検討委員会

（6）千葉県医師会関係会議からの報告

【2】討議事項



討議事項 2023年度テーマ一覧

４月 •医療的ケア児支援

５月 •65歳問題

６月 •ケアマネジャー不足

７月 •医療従事者へのハラスメント

９月 •若年性認知症

１０月 •認知症疾患医療センター

１１月 •見守り協定（高齢者支援課）

１２月 •移行期医療

１月 •専門科往診（眼科・皮膚科・精神科）

２月 •防災（危機管理課）

３月 •障害者介護給付費等認定審査会子ども 若年
世代
横断

高齢



討議事項 2024年度テーマ一覧

４月 •看取り（死亡診断書記入マニュアル）

５月 •地域ICT

６月 •65歳問題（障害福祉課）

７月 •ヤングケアラー（子ども家庭センター）

９月 •訪問看護との連携

１０月 •警察活動協力医

１１月 •警察との協働（松戸東警察署）

１２月 •ビジネスケアラー

１月 •機能強化型在宅療養支援診療所

２月
•個別避難計画
（健康医療政策課・危機管理課・福祉政策課）

３月 •AYA世代がん患者在宅療養支援（健康推進課）子ども 若年
世代
横断

高齢



討議事項 2025年度テーマ一覧

４月 •頻回救急搬送・不搬送（消防局救急課）

５月 •地域ICT

６月 •若年性認知症（障害福祉課）

７月 •訪問看護との連携

８月 •在宅医療やかかりつけ医を普及啓発するために

子ども 若年
世代
横断

高齢

９月 •若年性認知症

１０月 •障害福祉関係者との懇談（障害福祉課）

１１月 •AYA世代がん患者在宅療養支援（健康推進課）

１２月 •身寄りなき高齢者の支援（地域包括ケア推進課）



定期的な「協議の場」の開催

松戸市地域包括ケア推進会議（仮）

ア）在宅ケア委員会
医師会 歯科医師会 薬剤師会 訪問看護連絡協議会
介護支援専門員協議会・居宅介護支援事業所連絡協議会 介護サービス事業連合会
（小多機・看多機連絡協議会）（リハビリテーション連絡会）（MSW連絡協議会準備会）

イ）在宅医療・介護連携支援センター

ウ）その他の会内委員会
かかりつけ医委員会 

（小児公衆衛生委員会）（地域包括ケア・リハビリテーション連携委員会）（病院長連絡協議会）
（急病救急システム委員会）（夜間小児急病センター委員会）（災害医療救護対策委員会）

エ）障害福祉領域その他の支援機関・団体
（相談支援事業所連絡会）（重症児通所支援連絡会）

オ）市
健康医療政策課（健康医療部） 地域包括ケア推進課・介護保険課・障害福祉課（福祉長寿部）
こども家庭センター（こども部）
（地域包括支援センター・基幹相談支援センター）（消防局救急課）（危機管理課）（高齢者支援課）（健康推進課）

カ）県
保健所 （認知症疾患医療センター）（地域リハビリテーション広域支援センター）（医療的ケア児支援センター）



４月

8月

6月

9月

7月

5月

10月

11月

12月

3月

2月

1月

松戸市医師会在宅ケア委員会 松戸市地域包括ケアシステム推進会議（仮）

7月

3月

11月

市や地域の関係会議体の例

〇糖尿病・CKD対策推進ﾈｯﾄﾜｰｸ会議
〇急病救急医療ｼｽﾃﾑ連絡協議会
〇認知症研究会

〇地域医療支援病院運営委員会
〇認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ地域連携会議

〇防災会議医療部会
〇医療的ｹｱ児連携推進会議

在宅医療における       「協議の場」

かかりつけ医における「協議の場」

上記会議体、在宅ケア委員会が抽出し
た課題を事務局（在宅医療・介護連携
支援センターと健康医療政策課で構
成）が集約し議題・テーマを決める

定期的な「協議の場」の開催

議題・テーマに応じて、「協議の場」
常任委員に加え、庁内や地域医療・介
護関係者等の臨時委員を追加招集する



かかりつけ医機能報告制度の報告項目（在宅医療関係）

• 医師数（常勤・非常勤）

• 在宅に関わる看護師数

（常勤・非常勤）

人員体制

• 往診時医療情報連携加算

の算定回数
他医療機

関の支援

• 教育活動（学生・医学

生・リカレント教育等）
その他の

報告事項

• 在宅時医学総合管理料と施設入居時等医学総合

管理料の算定状況（比率）

• 乳幼児加算の算定回数

日常の

療養支援

• 退院時共同指導の算定回数入退院

支援

• 訪問診療料と往診料の算定状況（比率）

• 夜間往診や深夜往診の算定回数

• 在宅患者緊急時等カンファレンス料の算定回数

急変時の

対応

• 看取り加算または在宅ターミナルケア加算の

レセプト件数
看取り



機能報告に基づき、地域に不足し
ている機能は何か、どのように補
いうるのか、高機能の病院・診療
所・訪問看護ST等が現在どんな
役割を担っているのか、などにつ
いて“協議の場”で検討する

積極的な役割を担う医療機関には、
「求められる事項」に加えて、報
告制度では把握が不十分な実情に
関するデータの提出や透明性の向
上（情報公開・外部監査等）への
協力も求める

データ提出や透明性の向上は、
“協議の場”における検討の基礎に
なることに加えて、地域における
臨床規範の醸成、不適切な診療・
請求の抑止などの効果を期待する

“協議の場”における検討や臨床規範醸成のイメージ



ま と め



入院医療

三次
救急

二次
救急

高齢者
救急

一次
救急

福祉との
連携

入退院
支援 一般

外来
診療

介護等と
の連携

多職種
協働

在宅医療

専門
外来

医療機関やかかりつけ医の機能分担について

病院が中心的役割を担う場合や、複数の医療機関が分担する形で機能を提供する形などがありうる



くぼみ
（入院）

負の傾き

くぼみ
（再）

さらなる
くぼみ

時間外対応

入退院支援

さらなる
負の傾き

総合相談

介護との連携

生活期ﾘﾊﾋﾞﾘ
の継続指導

ﾘｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ
ﾘｱｾｽﾒﾝﾄ接続

継続的な
意思決定支援

緩和ケア

介護予防
ﾌﾚｲﾙ対策

在宅限界点
向上への助言

人生の軌道に基づき必要な支援をイメージする

看取り

住み替え支援

再入院の抑止

入退院支援

日常の
療養支援

急変時の
対応

看取り

多岐にわたる支援に結びつけるためには、医療・介護・行政が連動して機能する必要がある

“地域の目指すべき姿”について検討を重ね、多領域・多機関の関係者が同じ方向を目指す
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